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研究開発拠点等



福島第一原子力発電所の廃止措置と
福島の環境回復





原子力安全規制や
原子力防災等への技術的支援





原子力科学技術で
イノベーションを創出



　使用済燃料から有用元素を分離する技術に加え、それらをエネルギー源等として有効に活用する技術の開発に取り組んでいます。
また、原子力と再生可能エネルギーのシナジー（相乗効果）に向けた取組の一つとして、国内外に大量に保管されている燃えない
ウランを蓄電池（URF電池）として活用する技術の開発を行っています。

「ニュークリア×リニューアブル」の実現に向けて新たな価値を創造します。

再生可能エネルギーや
原子力発電の余剰電力を蓄電

1

原子力発電所

燃えないウラン

風力発電 太陽光発電

大容量＆低コストのURF電池 電力消費地

余剰電力

資源活用余剰電力非常用電源

◦ ピークシフト
◦ 系統調整、 
安定化

再生可能エネルギー

高レベル
放射性廃棄物

海底地震計
隔離
300m以上

電源喪失時にも水位計などの
重要な計器類を使用可能に!

巨 大 地 震
の監視に!

廃棄物を電源にして地下の
モニタリングを可能に!

発生する熱・放射線の活用技術2

有用元素の実用的な分離・利用技術の開発3

分離技術の高度化
既存施設の活用

使用済燃料・高レベル廃液
産業廃棄物（都市鉱山）

触媒 熱源 医療 RI電池高機能材料／電子部品



高速炉・高温ガス炉の開発





原子力施設の廃止措置技術と
放射性廃棄物の処分技術の確立





ふげん・もんじゅの廃止措置





持続可能な原子力利用に向けた取組





S(Safety)」･「核セキュリティ (Nuclear Security)」･「保障措置 (Safeguards)」(「3S」) を最優先事項として研究開発に取り組んで
います。具体的には、放射線安全の確保、緊急時対応、核セキュリティリスクへの対応を実施するとともに、国際原子力機関
(IAEA) による保障措置を受け入れることにより核物質平和利用の透明性確保に努めています。

S S 3SS

　この一環として、日本政府は核兵器拡散条約
（NPT）に従い IAEA と保障措置協定を締結してお
り、原子力機構は、IAEA 及び国による定期的な確
認 (保障措置 )を受けるとともに、その効率化ため
の技術開発にも取り組んでいます。

安全・核セキュリティ・保障措置



核不拡散・核セキュリティ



社会からの信頼確保



インターネットを利用した成果普及と
原子力関連情報の収集・提供

お問合せは研究開発推進部　tenkai-ir@jaea.go.jp まで



研究施設の利用促進
と産学官との連携



原子力人材の育成



高度計算科学



国際連携



高温ガス炉プロジェクト





もんじゅサイトに設置する
新たな試験研究炉

　試験研究炉は、熱出力 10MW 未満の
水冷却炉としています。エネルギーの違
う熱中性子や冷中性子を用いて、その特
性に応じた実験装置を原子炉周囲やビー
ムホールに配置し、ユーザーの要望に応
えていくことにしています。また、原子
炉の炉心には、医療用ラジオアイソトー
プ (RI) 等のための照射ができるよう照射
孔を配備しています。



 高速中性子：エネルギーの高い中性子

 耐震補強工事の着手
(地盤改良・掘削 )

次世代革新炉　高速実験炉「常陽」






